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Louisa May Alcott’s novel The Inheritance was written in Boston in 1849 when the author 
was just 17 years old. It was found among her “inheritance” in 1997. Heavily influenced by 
sentimental novels and gothic romances that were popular in those days, and seemingly raw 
and immature, this novel has its own merits and can be read as an important precursor to 
her later works. 
 
 
1. はじめに 
 
『若草物語』（Little Women, 1868）でつとに世界的に知られることになるルイザ･メイ・オル
コット（Louisa May Alcott）は、自分の家族をモデルにしたその作品で作家をめざす次女ジョー
として描かれたとおり、早くから創作にいそしむ少女であった。その彼女が弱冠 17 歳にして完
成させていた『遺産』（The Inheritance, 1849）と題された作品の草稿が1997年、オルコットの
遺品の中から見つかり、1997 年にペンギン･ブックス社の支社から出版されて日の目を見ること
になった。 
原稿は他の短編と共に束ねられ、表紙裏には“My first novel | written at seventeen | High St 
Boston”と書かれた紙片 1)が糊づけされていたという。他の多くの若書き草稿がたどったと思わ
れる焼却の運命を免れたところからも、「処女作」として大切に残そうとしたオルコットの愛着と
意気込みがうかがわれる。ところがルイザが残した手紙や日記にはこの作品についての記述はま
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ったく見つからず、単なる習作として書いたのか、いずれは出版したいという目論見があったの
かどうかは定かではない。しかし本作『遺産』は、出版された彼女の最初の小説作品に先立つこ
と 15 年、その早熟ぶりと書き手としての才能が縦横に発揮されており、未熟さを漂わせながら
も、のちの作品群に見出される諸要素を強く意識させ、オルコットの作家的成長をたどる上でも
興味深いものである。ペンギン・クラシックスの一冊として出版されていることからも、単なる
話題性だけではない評価を受けていると判断できる。 
非常に要約的にいえば、この物語は「貧しくいじめにあっていた気立てのよい、けなげな少女
が、実はお姫様とわかり、みんなに愛され、王子様と結婚してめでたしめでたし」的な、一見お
とぎ話のような構成と筋立てに尽きるとも言いうる。しかし、17 歳といえども侮れないルイザ・
オルコットである。『若草物語』が行儀のいい家庭小説の枠組みにきれいに収まらないように、こ
の夢物語には、重要な転覆的要素があちこちにしのばせられている。 
それらに注目しながら多くの可能性を秘めたこの作品に切り込むのが本稿の目的であるが、「階
級」「装置」「仕事」をキーワードとし、オルコットが偽名で発表し、ジェントリー階級の家庭に
入り込む若い家庭教師をヒロインとしたスリラー小説『仮面の陰に』（Behind a Mask, 1866）、
およびオルコットの一生をつらぬく「仕事への関心」という視点が手がかりとなるだろう。 
 
 
2. 階級――身分差の強調 
 
『遺産』の物語の舞台はおそらく 19 世紀、登場人物も背景もイギリスのどこかにあるジェン
トリ （ー紳士）階級に属するハミルトン（Hamilton）一家の邸宅とその周辺（同家の召使や小作
人たちが暮らす）に限られるというジェイン・オースティンの作品群を思わせるような非常に狭
い空間である。しかし主要人物が総じてジェントリー階級に属すると前提されるオースティンの
小説とは異なり、この小説がたびたび前景化するのは階級差の問題である。身分違いのもの同士
の恋愛や結婚というのは当時のセンチメンタル小説の常套テーマであったが、シャーロット・ブ
ロンテの『ジェイン・エア』（Jane Eyre, 1847）も読み、ロマンティックなもの、エキゾチック
なものにあこがれる年頃の少女ルイザにとっては「半分お城、半分邸宅」（“half castle, half 
mansion”）2)での紳士と孤児の少女とのロマンスという設定は自然ななりゆきだっただろう。 
広大な領地と莫大な財産3 )を所有するハミルトン家では、邸の主人はすでに亡く、未亡人と若
い息子アーサ （ーArthur）とその妹エイミ （ーAmy）の一家が、未亡人の姪にあたる未婚女性レ
17 歳オルコット、幻のデビュー作 
 －191－
イディ・アイダ（Lady Ida）と共に暮らしている。そこに一人異質な存在がいる。故ハミルトン
氏がイタリア滞在中に孤児院で見出し、エイミーの付き添い役
コ ン パ ニ オ ン
とすべく当地にまで連れてきたイ
ーディス・アディロン（Edith Adelon）という若く美しい女性である。しかしイタリア人を母に
持つ外国人であり、属する階級が明らかではない（明らかにジェントリーより下位である）彼女
のこの家での身分は「家庭教師」4)であり、ハミルトン家の家人が命じたときのみ家族の行事に
参加したり、客に紹介されたりする境遇である。慎み深く善良で献身的な性格ゆえにハミルトン
一家から信頼され、エイミーがイーディスを姉妹か親友のように慕っていても、レイディ･ハミル
トンはハミルトン一族によるイーディスの正しい処遇についてたびたび釘をさす。 
 
“You must remember, Amy, that your governess can never mingle with 
the friends who visit you. She is poor and lowborn; you are Amy Hamilton.”  
“Yes, Mama,” said Amy, “but it’s strange that one so beautiful and good 
should be shut out from all she would enjoy so much.” (17、イタリックは原
文)  
 
こうしたリマインダは女主人ともう一人のジェントリー階級の女性によって物語を通じて繰り
返される。縁者（ハミルトン夫人の姪）として邸に身を寄せる誇り高いレイディ･アイダである。
語られないが、彼女には両親や兄弟はないのであろう。年齢も明らかにされていないが、登場人
物が紹介される第2章において次のように容赦なく形容されている。 
 
Though beautiful and brilliant, she was still unmarried, for her proud 
heart longed for rank and wealth, and few would give her these. Though 
highborn and lovely, she was poor and from her aunt received all her 
possessed. Haughty in spirit, Lady Ida longed for freedom from dependence; 
yet though many had admired her, no one had offered more. With bitter 
disappointment, she saw year after year go by. Her beauty was fast fading, 
and her vain and passionate heart mourned this most deeply, and thus she 
envied Edith's beauty, youth, and grace and would almost have consented to 
sell her noble name to purchase these. (12) 
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アイダにとって、若く美しく気品のあるイーディスは結婚市場のライバルなので、何かと彼女
を邪険にする。イーディスの出自が話題となり、「母親がオペラ歌手だったし、故ハミルトン卿が
救い出さなければ本人もそうなったかもしれない」（19）と茶化し、ことさらに身分の低さを想
起させずにはいられないレイディ･アイダだが、エイミーから反論されてその企ては成功しない。 
“Oh, Ida, that could never be," cried Amy. "She has told me that her mother was an Italian 
lady, poor indeed but of good family, and that you might know by Edith's grace and beauty.” 
  (19) 演劇や歌を生業とする女性は、もしもともとの身分が高かったものであれば「身を持ち崩し
た」とされた時代である。花婿候補と決めこんだアーサーの友人パーシー卿（Lord Percy）の前
でアイダはわざとイーディスをおとしめようとするのだが、アーサーまでもが妹に加勢するので
これも成功しない。“Edith is of a good, perhaps a noble family, for there is a dignity and 
highborn look about her that would become any lady in the land.”(20) 
しかし同時にここで、そうしたアイダの高慢で意地悪な性格が強調されながらも、身分のある
なしを問わず、財産を持たない若い女性の人生の行く末について言及されていることが注目され
る。アイダは自らに財産がないため、生き延びる道はハミルトン家の慈悲にすがり続けるか、資
産家との結婚によって令夫人としての地位を手に入れるしかない。「貧しく、自分の財産といえば
レイディ・ハミルトンから受け取ったものだけであった」アイダは、「依存状態からの自由を希求
した」と書かれている。ハミルトン夫人の姪であれば、長男アーサーにとっても従姉妹であり、
彼女の同居を嫌ったり恥じたりする理由はないはずであるが、彼女にとってはこの状態は「依存」
であり「不自由」であるということである。彼女のような立場の女性にとって、何にせよ自活の
ために「仕事」を持つことは想定外であるから、残された道は結婚によって自分名義の資産を所
有することしかなく、ならば容色の衰えを自覚する女性が若い美しい女性をライバル視し、妬ん
でいじめるのは無理もないことかもしれないと思えてもくる。追い詰められた彼女は、「イーディ
スのような美しさ、若さ、気品を買うためなら名門の名前を売ってもよい」とまで思いつめてい
るのである。 
ここで『仮面の陰に』に視線を転じてみよう。この作品でもヒロインはイギリスのジェントリ
ー階級の家庭に住み込んだ家庭教師である。19歳のジーン・ミュア（Jean Muir）と名乗る女性
がコヴェントリー（Coventry）邸を訪れ、その家の娘ベラ（Bella）の家庭教師になり、若さと
美しさと家庭教師としての有能さで家族全員を魅惑し、彼らの信頼を勝ちえる。ジェラルド
（Gerald）とエドワード（Edward）という若い兄弟が二人とも彼女に夢中になるが、ジーンは
イーディスとは正反対の悪女であり、実は 30 歳の離婚歴のある元女優で、かつらと入れ歯と化
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粧で若い娘を演じ、資産家の妻に納まって経済的な安定を手に入れることのみを目的としてやっ
てきたことが次第に明らかになる。兄弟を手玉にとって殺傷事件まで起こした挙句、彼女は隣の
邸宅に住むジェラルドたちの叔父の老コヴェントリー卿を誘惑し、その妻の座をまんまと手に入
れる。 
30歳は当時、ジェントリー階級の未婚女性が結婚をあきらめる節目の年とされていた。財産の
ある兄弟がいれば、独身のまま、彼の経済的な庇護のもとで暮らす道もあったが、そうでない場
合にどうするか、選択を迫られることになった。頼れる家族も友人も後ろ盾もなく、自分の能力
のみを武器にのし上がるしたたかな悪女ジーンの生き方を、しかしルイザは断罪していない。彼
女はこの作品の副題に“a woman’s power”とつけているのである。一人の女のできること、と
堂々と示しているわけである。5) 
だからアイダが結婚相手を確保しようと虎視眈々と狙い、ライバルを蹴落とそうとすることに
は何ら責められるべきことはない。皮肉にもそのような思惑を持たないイーディスが願ってもな
い妻の座を射止めることになり、アイダのほうはイーディスを追い出そうと焦るあまり下手な姦
計を弄してそれが露見し、恥辱と失望を味わうことになるのだが。 
 
Bowed with sorrow, despair, and disappointed hopes, she[Ida] wept 
burning tears of self-reproach and shame. Soft arms were thrown around 
her, and a low voice whispered tenderly, “Dear Lady Ida, let me comfort you. 
The past is all forgotten and forgiven. We are cousins. Now let us be 
friends.” And Edith’s sweet face bent down. (143) 
 
部屋にひきこもり、屈辱と絶望に打ちひしがれるアイダにイーディスは、「過去のことは水に流
して友人になりましょう」と声をかける。聖女のようなイーディスが称えられる一方で、家族と
同居する老嬢としてのアイダの運命がここで決定されたといえるのではないのか。 
しかし、逆にイーディスが結婚しなかったとすればどうか。イーディスがもし確実性のない結
婚という道に頼らない自分の将来を考えた場合、彼女は、いわば自分を引き取った家族（自分を
裏切ったレイディ・アイダも含めて）に対して一生感謝し、無償の献身をすることで血縁関係の
ないことを埋め合わせようとしたかもしれない。そもそもイーディスが日常的に行っている村人
たちへの援助や献身は、ジェントリー階級の女主人が責任を負う「仕事」である。血縁はなくて
も、家族の「仕事」を援助、分担ないし肩代わりすることで家庭内の地位をいちおう安定させる
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ことが可能だったかもしれないのである。 
 
 
3. タブロー・ヴィヴァン 
 
『遺産』と『仮面の陰に』に共通して現れ、物語の転回点ともなっている要素がもう一つある。
活人画（tableau vivant）と呼ばれる一種の余興である。『演劇百科事典』6)によると、「いきた人
間が無言静止の姿勢で、歴史の場面や名画の画面などを演出してみせる劇的余興。音楽や照明や
背景を利用するがパントマイムと異なり、劇的でなく絵画的な効果をねらう。…もと近世欧米の
社交界で、夜会や舞踏会の余興として流行したものである。本来は紳士淑女のアマチュア芸…」
とされる。どちらの作品でも、邸の居間にしつらえられた舞台で、登場人物たちがさまざまな絵
画の人物になりきって役を演じ、特にヒロインのイーディスとジーンがその演技力と表現力によ
って、観客ないしは演じている相手方に強い影響を与え、本心をはっきりと伝え、あるいは人間
関係を自分でコントロールするのである。 
『仮面の陰に』では元女優であるジーンが本領を発揮する。それまで彼女に対して理由はない
が不信感を抱き、従妹という婚約者があることもあってジーンを冷ややかに眺めていたジェラル
ドが、この活人画の場面を境に彼女の魅力に取り憑かれ、彼女を愛するようになっていく転回点
である。『遺産』でも活人画の章は他の章より長く描かれている。このときエイミーの誕生パーテ
ィのために、アーサーの友人であるアーリントン卿（Lord Arlington）がその母親と一緒に招か
れてやってきている。到着したときからイーディスの美しさに目を留めていたアーリントンは、
ぶしつけに彼女に好意をあらわにして拒絶されたものの、この活人画を通じ、彼はますます彼女
を手に入れたいと願うようになる。 
 
Young, thoughtless, and gay, he[Arlington] had been spoiled by the world. 
Now, selfish, passionate, discontented, and tired of the pleasures he had 
once enjoyed, he was more easily charmed by Edith's pure and gentle 
nature, for it was new. (43) 
 
世俗の楽しみを味わいつくした彼にはイーディスの純粋さ、優しさが新奇なものとして映るの
である。しかし彼女は活人画の人物に託して雄弁に気持ちを語る。イーディスは、ウォルター・
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スコット（Walter Scott）の小説『アイヴァンホー』（Ivanhoe, 1819）でアーリントン卿扮する
テンプル騎士団員に囚われながら救出を待つレベッカ、そしてパーシー卿演じる彫刻家ピグマリ
オンによって創られ、女神によって命を与えられるガラティア像を演じる。以下、観客たちの感
嘆の声である。 
 
“How beautiful!” cried Amy … “But how strangely proud and stately 
Edith looks. I thought she was too gentle to look scornful, even in play.” (85) 
 
“How splendidly she looks and how well the rich Greek dress becomes 
her,” said Arthur as they stood behind the curtain. “Percy’s quite enchanted. 
Do you see how handsome and inspired he looks?”  
“… Who would think she was the proud Rebecca who looked so scornfully 
on me?” he[Arlington] added in a lower tone, remembering the calm 
contempt he had seen in those dark eyes.(86) 
 
ふだんは慎み深く優しい（“gentle”）イーディスが、彼女の気持ちにお構いなしに求愛に応え
ることを迫るアーリントン卿に対しては誇り高く、堂々と、軽蔑の表情（“proud and stately,” 
“scornful,” “proud,” “scornfully”）をあらわにし、逆に彼女に対して思いをつのらせながらも、彼
女を思いやって友人として手を差し伸べることに徹する誠実なパーシー卿には、見違えるような
魅惑的な表情を見せている。「劇でもそんな表情はできないと思っていたのに」とエイミーは驚い
ているが、まさに「劇的効果」をもたらす「舞台装置」である。彼女の場合、レイディ・アーリ
ントンが言うような「表情と気品」が「女の力」なのである。もちろん他の若者たちも活人画に
参加しているのだが、このエピソードの物語上の機能は、パーシーとアーリントンとイーディス
の三角関係を次の段階に進ませることだった。 
 
4. パーシーとアーリントン 
 
素性の定かでないイーディスが、二人のジェントリー階級の男性の求婚対象となる。ともにア
ーサーの友人であるアーリントン卿とパーシー卿である。もっとも形勢は最初から明らかである
ように見える。遊び人で相手の気持ちになど構わないアーリントンはその魂胆を見ぬかれ、拒絶
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される。彼には挽回のチャンスはない。ハミルトン家での滞在期間が終わる前日の朝、彼は一人
で庭を歩いているイーディスをつかまえ、力ずくで最後の求婚をするが、助けに入ったパーシー
に阻まれて終わるからである。 
では、アーリントンのようなよこしまな気持ちのないパーシー卿はどうか。彼はレイディ・ア
イダの心ないいじめとそれに辛抱強く耐えるイーディスを観察していたあと、慎重にこう切り出
す。 
 
“…Pardon me if I am venturing too far, but I have often sought for 
someone who would be a child and faithful friend to my aged mother. She is 
very lonely, for I am much away, and she would make a quiet, happy home 
for you and be a wise and loving friend.” 
 
 不幸な境遇から彼女を救うためとはいえ、考えようによっては、母親の「子供」（しかも「友人」
としてよりも優先的に）になってくれないかと持ちかけるわけで、かなり立ち入った依頼である
が、イーディスはこの申し出を、自分を必要としているエイミーのことがなければ、という条件
で受諾する。 
 内心気をよくするパーシーだが、彼にとっての試練は最後にやってくる。ハミルトン邸の居間
で、身分の高いものからの求婚をはねつけた牧師の娘の話題が出たとき、イーディスが決然と彼
女を支持するのを聞き、自分の望みがついえたと思わずにいられない。 
 
“... poor and humble as I am, I should be ill-fitted to perform the duties of 
my high state. ... the trials that would come when his humble bride should 
mingle with highborn friends... how bitter a grief would be his when he 
should see her whom he loved so fondly sneered at for her poverty and 
looked coldly on because of humble birth...” 
 
 物語ではデウス・エキス・マキーナよろしく、イーディスは実はパーシー卿と同じ階級に属す
るものであることが判明し、二人を隔てる障害が消失して、パーシー卿のプロポーズを受け入れ
ることでハッピ ・ーエンドに至るのであるが、歴然たる身分の差は超えられない溝なのだろうか。
ここには一見、もって生まれた身分の差はいかんともしがたいという諦念が見える。しかしそう
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なのだろうか。 
 実はここでイーディスは、身分が高いと称する人々が、貧しいもの、生まれの卑しいものをあ
ざ笑い、軽蔑する人種である、だから貧しく生まれが卑しくても心の美しいものはその仲間にな
るべきではないのだ、と厳しい批判をしているものと読めないだろうか。自分より下位のものを
貶めることが“duties of my high state”ならば、私はまさにそれには“ill-fitted”である、と宣言し
たと読めないだろうか。 
イーディスの出自について疑問が投げかけられたとき、ハミルトン兄妹は、彼女には“grace and 
beauty” “dignity and a highborn look about her”があると主張して彼女を擁護したが、こうした
彼女の言葉にその証拠を見ることができるのではないか。 
 
 
5. 「仕事」 
 
小作人や召使たちの労働の上に成り立つジェントリー階級の人々の生活は、「仕事をしていない
こと」が身分のシンボルであった。であるから、『遺産』の舞台となっているハミルトン家には召
使たちの「仕事」とイーディスの「仕事」以外に労働のすがたが描かれることはほとんどない。
ハミルトン家の人々は乗馬や外出、楽器演奏、踊りや写生その他の遊び、訪問客のもてなし以外
に働いているけはいがない。パーティの準備も召使たちにすべて依存しているようである。 
ルイザはのちに、さまざまな仕事を体験しながら成長するヒロインを描く『仕事』（Work, 1873）
と題する長編を書くが、「仕事」への関心はルイザの一生をつらぬいたものであり、「仕事」のほ
とんど登場しない『遺産』にもその萌芽があることが注目される。 
二点挙げたい。一つは前掲のレイディ・アイダの紹介描写にあった“dependence”である。なぜ
アイダが、「依存状態からの自由を希求した」と書かなければならないのか。 
 第二はイーディスが慈善のための資金を稼ぐ「スケッチ画の販売」である。レイディ・ハミル
トンが自分のものとして印をつけた紙幣がイーディスの机の中から見つかり、窃盗の嫌疑をかけ
られたときのこと、「貧しいものにやっている金はどこで手に入れたのか、盗んだ金ではないのか」
と問われたイーディスは絵を売って金を得たことを告白する。実はパーシー卿が陰ながらイーデ
ィスと彼女の慈善活動を助けるべく高値で購入していたことが判明するのだが、実態はともあれ、
対価として金銭を得る「仕事」をしたということである。 
なぜレイディ・アイダにとって、ハミルトン邸の暮らしが「依存」であり「不自由」なのか、
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なぜイーディスにあえて「仕事」をさせたのか。萌芽的なものにすぎないが、「仕事を通じての女
性の自立」を暗示されていると読めるのである。 
 
 
6. おわりに 
 
以上、「階級」「装置」「仕事」を手がかりに『遺産』を読んできた。これらのキーワードを使い、
「仮面の陰に」を重ね合わせてみれば、おとぎ話のように見えた『遺産』の世界には、身分社会
に安住し、無為な生活とより卑しいものへの侮蔑にうつつを抜かしてきた人々を驚かす地雷がし
くまれている、と結論づけたら転覆的過ぎる読みである、と批判されるだろうか。筆者には若い
ルイザも後年のルイザも、現状に甘んじることなく、女性の人生にまつわる問題点を見据える勇
気ある作家だと思えるのである。 
 
 
 
注 
1)
 もっともペンギン版の「序文」によれば、オルコットがボストンのハイ･ストリートの家に住んだの
は1849年ではなく1850年で、オルコットは18歳になっていたし、紙片の筆跡はもっと後年の、
おそらく過去の作品を再読した時のものらしい。“Introduction” by Joel Myerson and Daniel 
Shealy, p. xviii. 
2)
 Louisa May Alcott, The Inheritance. Edited by Joel Myerson and Daniel Shealy, Penguin Books, 
1997, p. 3. 以下、本テキストからの引用は文中にかっこで示す。 
3) 領地内の小高い丘に登って見渡せる景色はイギリス一だと自慢するが、それはその景色全部が自分
の領地であることから多分にきていると述べる（10）、娘エイミーの誕生日パーティでは村人を招待
して酒食をふるまう（32）、などのエピソードが描かれる。 
4) イーディスは10歳まで孤児院で育ち、その後ハミルトン邸で生活しているという設定なので家庭教
師の技能をどこで身につけたのかを考えると少々無理がある。 
5) この作品の分析については拙論「演じる女という寓話――ルイザ・メイ・オルコット『仮面の陰に』
を読む」（『中央英米文学』第38号、中央英米文学会、2004年、pp. 4-16）を参照。 
6)『演劇百科事典』、平凡社、1960年。 
